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平
成
２３
年
度
合
志
市
一
般
会
計
 

補
正
予
算
に
つ
い
て
 

 

平
成
２３
年
度
合
志
市
介
護
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
 

 

平
成
２３
年
度
合
志
市
国
民
健
康
保
険
 

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
 

福原グラウンド（バックネット支柱の錆状況） 

合志南小学童保育「ひまわりクラブ」 

木更津市研修風景 

新品種「ぽろたん」の結実状況 

朝霞市研修風景 

浦安市災害現場 

平
成
２３
年
度
合
志
市
一
般
会
計
 

補
正
予
算
に
つ
い
て
 

陳
情
第
３
号
　
合
志
市
小
中
学
校
 

空
調
設
備
設
置
要
望
に
つ
い
て
 

  （
学
校
教
育
課
）
 

問
　
管
理
用
備
品
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
設

置
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
。
 

答
　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
り
、

教
職
員
の
勤
務
状
況
を
把
握
で
き
、
負

担
軽
減
に
な
る
。
 

問
　
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
の
増

額
補
正
に
つ
い
て
。
 

答
　
特
別
支
援
学
級
数
は
、
こ
の
５
年

間
で
１
・
５
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
当

初
予
算
で
は
児
童
数
を
４９
名
で
見
込
ん

で
い
た
が
５
名
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
 

（
生
涯
学
習
課
）
 

問
　
体
育
施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て
。
 

答
　
福
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
し
て
あ

る
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
基
礎
部
分
の
腐
食

が
ひ
ど
い
の
で
利
用
者
の
安
全
を
考
慮

し
、
修
繕
を
行
な
う
。
 

・
市
民
４
８
２
３
名
の
署
名
は
重
要

で
あ
る
。
 

・
委
員
会
で
学
校
の
暑
さ
に
つ
い
て

現
地
調
査
も
行
な
い
、
要
望
事
項
は
妥

当
で
あ
る
。
 

・
現
在
の
電
力
事
情
、
財
政
状
況
を

鑑
み
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

等
の
意
見
も
出
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達

の
教
育
環
境
を
改
善
す
る
と
い
う
こ
と

が
何
よ
り
も
大
事
と
い
う
こ
と
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
 

産業建設常任委員会 
平成２３年１０月３１日～１１月２日　千葉県木更津市・野田市・茨城県つくば市 

総務常任委員会 
平成２３年１１月８～１０日　埼玉県朝霞市・千葉県浦安市 

１０
月
３１
日
、
１１
月
２
日
 

千
葉
県
木
更
津
市
、野
田
市
 

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
 

　
木
更
津
市
（
人
口
約
１３
万
人
、
面
積

約
１
３
９
�
）、
野
田
市
（
人
口
約
１５
万

７
千
人
、
面
積
約
１
０
４
�
）
に
つ
い

て
下
水
道
事
業
運
営
を
視
察
研
修
し
た
。

そ
の
中
で
、
当
市
と
の
主
な
相
違
点
は

汚
水
処
理
原
価
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
が
、
①
合
志
市
の
使
用
単
価

が
木
更
津
市
の
６４
％
、
野
田
市
の
６０
％

と
低
い
こ
と
。
②
設
備
費
用
の
回
収
率

が
木
更
津
市
の
６０
％
、
野
田
市
の
６７
％

と
こ
れ
も
低
い
こ
と
。
③
一
般
会
計
よ

り
の
繰
入
金
中
、
基
準
内
繰
入
金
の
割

合
が
木
更
津
市
よ
り
２６
％
、
野
田
市
よ

り
３６
％
も

少
な
い
状

況
で
、
今

後
そ
の
是

正
お
よ
び

確
認
の
必

要
性
を
感

じ
た
。
 

 １１
月
１
日
　
茨
城
県
　
農
研
機
構
 

農
研
機
構
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
 

　
果
樹
研
究
所
で
は
、
①
新
し
い
品
種

の
創
出
。
②
健
康
機
能
の
高
い
果
物
生

産
。
③
防
害
虫
の
総
合
的
防
除
。
④
果

樹
技
術
者
の
養
成
に
重
点
を
お
い
て
研

究
・
生
産
が
広
い
圃
場
の
中
で
行
な
わ

れ
て
お
り
、
渋
皮
が
容
易
に
む
け
る
「
ぽ

ろ
た
ん
」、
赤
く
て
き
れ
い
な
梅
酒
が

で
き
る
「
つ
ゆ
あ
か
ね
」
等
が
合
志
市

で
も
期
待
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
た
。

植
物
工
場
で
は
、
太
陽
光
利
用
の
養
液

栽
培
に
よ
り
い
ろ
ん
な
特
性
を
も
っ
た

野
菜
の
栽
培
化
が
な
さ
れ
、
今
後
自
然

作
物
と
の
違
い
を
確
認
す
る
必
要
性
を

感
じ
た
。
産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
で
、

ご
ま
の
新
品
種
「
ご
ま
ぞ
う
」
を
利
用

し
た
商
品
開
発
お
よ
び
春
ま
き
ソ
バ
の

新
品
種
「
春
の
い
ぶ
き
」
を
使
っ
た
新

し
い
６

次
産
業

に
よ
る

「
ま
ち
お

こ
し
」が

期
待
で

き
る
の

で
は
と

感
じ
た
。
 

 １１
月
２
日
　
千
葉
県
野
田
市
 

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
 

　
条
例
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
賃

金
格
差
の
是
正
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
対

策
を
国
に
求
め
た
が
、
動
き
が
な
い
た

め
市
独
自
で
の
制
定
と
な
っ
た
。
最
終

的
な
目
標
は
、
国
に
よ
る
公
契
約
関
連

の
法
整
備
で
あ
り
、
現
在
、
川
崎
市
が

取
り
組
み
を
始
め
、
相
模
原
市
、
多
摩

市
、
札
幌
市
な
ど
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

段
階
と
の
説
明
を
受
け
た
。
 

 

１１
月
９
日
　
埼
玉
県
朝
霞
市
 

防
災
対
策
に
つ
い
て
 

　
埼
玉
県
朝
霞
市
朝
霞
消
防
署
に
て
、

防
災
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
近
年
全
国
各
地
で
発
生
し
た
、
各

種
災
害
に
対
す
る
教
訓
等
を
踏
ま
え
、

防
災
に
関
す
る
法
令
等
の
改
正
や
、
埼

玉
県
の
防
災
計
画
策
定
に
影
響
し
な
い

範
囲
で
「
よ
り
使
え
る
計
画
へ
」
各
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
各
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン

で
作
り
、
実
施
に
移
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
県
外
の
自
治
体
と
１
対
１

で
の
災
害
援
助
協
定
や
、
震
度
５
弱
以

上
で
の
全
職
員
の
自
主
参
集
、
災
害
時

に
お
け
る
燃
料
等
の
供
給
に
関
す
る
協

定
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
見
直
し

や
、
新
規
に
必
要
と
さ
れ
る
事
項
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
を
、
今
後
も
続
け

る
事
で
、
職
員
の
方
た
ち
も
、
今
回
の

東
北
地
震
を
教
訓
に
、
危
機
管
理
意
識

が
益
々
強
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

 １１
月
１０
日
　
千
葉
県
浦
安
市
 

液
状
化
現
象
に
つ
い
て
 

　
千
葉
県
浦
安
市
、
舞
浜
駅
に
て
、
浦

安
市
議
会
事
務
局
課
長
、
と
合
流
し
早
々
、

今
回
の
大
震
災
で
発
生
し
た
、
液
状
化

現
象
の
実
態
を
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

歩
道
橋
の
支
柱
の
基
礎
部
や
、
階
段
の

下
部
で
３
〜
４０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
地

盤
沈
下
の
状
況
等
、
ま
た
、
市
役
所
に

向
か
う
道
路
で
は
、
ま
だ
波
打
っ
た
状

況
、
そ
れ
ら
を
整
備
改
修
し
て
い
る
工

事
箇
所
が
い
た
る
所
で
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
 

　
浦
安
市
役
所
に
つ
き
、
防
災
課
長
よ

り
、
被
害
状
況
（
震
災
発
生
直
後
の
ビ

デ
オ
）
や
、
防
災
計
画
に
つ
い
て
詳
細

に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
災
害
復
旧
状

況
は
現
在
、
下
水
道
も
仮
復
旧
状
態
で
、

本
復
旧
に
向
け
設
計
中
と
の
こ
と
で
、

本
格
的
復
旧
に
は
、
数
百
億
円
の
費
用

が
必
要
で
、
国
、
県
の
支
援
が
な
け
れ

ば
、
復
興
で
き
な
い
と
、
強
調
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
国
や
県
等
の
基
本
方
針
等

踏
ま
え
、
浦
安
市
に
合
っ
た
防
災
計
画

を
作
る
為
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

等
行
い
な
が
ら
、
作
成
し
て
い
く
、
と

の
こ
と
で
し
た
。
 

 

  （
福
祉
課
）
 

問
　
事
業
運
営
安
定
化
事
業
と
は
。
 

答
　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
、
事
業
者
へ
の
報
酬
の
支
払
い
が
月

払
い
か
ら
日
払
い
に
な
り
事
業
者
の
収

入
が
減
収
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
た
の

で
、
従
来
の
算
定
方
法
で
９０
％
に
満
た

な
い
事
業
者
等
に
対
し
て
臨
時
特
例
交

付
金
事
業
で
の
助
成
で
す
。
 

（
子
育
て
支
援
課
）
 

問
　
子
育
て
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
な
ど
備
品
の
設
置
状
況
と
、
ま
た

大
体
同
じ
よ
う
に
備
わ
っ
て
い
る
の
か
。
 

答
　
各
学
童
保
育
の
希
望
を
取
り
、
各

学
校
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
設
置
し
て
あ
り
ま

す
が
、
校
舎
と
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

学
童
保
育
４
か
所
が
要
望
、
空
気
清
浄

機
は
学
童
ク
ラ
ブ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
６
か
所
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
市
で
整
備
す
る
物
に
関
し

て
は
ど
の
ク
ラ
ブ
も
同
じ
で
す
。
 

   問
　
医
療
給
付
費
保
険
税
滞
納
分
の
積

算
根
拠
は
。
 

答
　
本
年
度
の
滞
納
繰
越
調
定
額
に
見

込
徴
収
率
を
か
け
た
額
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
 

 

  問
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
の
内
容
と
、
現
在

の
状
況
は
。
 

答
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
４
か
所
あ
り
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
・
か
と
れ
あ
会
・
さ

く
ら
ん
ぼ
須
屋
に
つ
い
て
は
、
面
積

２
７
５
㎡
以
上
で
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
消
防
法
施
行
令
の
改
正

が
あ
り
、
設
置
済
で
す
。
も
み
じ
園
に

つ
い
て
は
２７
㎡
以
下
で
設
置
の
義
務
付

け
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
の
補
助
要
綱

に
よ
り
対
象
外
の
施
設
で
も
整
備
が
で

き
る
の
で
、
今
回
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。
 

 

【視察委員】 

【視察委員】 

委員長 
副委員長 
委員 
委員 
 

委員長 
副委員長 
委員 
委員 
委員 
 

木場田孝幸 
神田　公司 
島田　敏春 
西嶌　隆博 

濱口　正曉 
今村　直登 
木村　祐一 
坂本　早苗 
松本　龍一 


